
森林害虫として記録されている

ゾウムシ類の種名について

1. マツノシラホシゾ、ウムシ

フk
本木 本 桂(1)

ゾウムシ科は，昆虫綱の中で最も大きな科として知られ，その中に多数の害虫を含んでいる。わが国の

ゾウムシについては ROELOFS， SHARP, WOLLASTON, FAU訂， REITTER, VOSS, ZUMPT および河野広道博

-士らによって分類学的研究が行なわれ，現在までに 600 種余が知られている。しかしその倍以上の種が日

本に分布しているものと推定される。このうちには害虫として記録されたものが多数あるが，筆者の調査

により，種名が誤って同定されていたり，数種を混同していたりするものがかなりあることが朗らかとな

ったので，これらを取りまとめ，順次発表してゆく予定である。

この研究は，九州大学農学部昆虫学教室で安松京三教授および平嶋義宏助教授のご指導のもとに行なっ

ていたものを，林業試験場保護部昆虫研究室において今関六也保護部長および藍野祐久昆虫科長のご鞭擦

を得て完成したものである。上記諸先生に厚くお礼申し上げる。

I マツノシラホシゾウムシ

従来，マツノシラホシゾウムシという種名で呼ばれてきたゾウムシに 2 種あることについてはすでに発

表したが(安永・森本， 1961)，その後さらに研究をつづけた結果， マツ類を加害する“マツノシラホシ

ゾウムシ"に 3 種あることが明らかとなった。また加害樹は不明でゐるが，これらに近似した 2 新種と，

記載されて以後採集されていない 1 種を加え，計 6 種をこの論文で扱い，これらを基にして Shiγahoshizo

なる新属を設定した。

Cryptorrhynchus およびその近似属

。.yptorrhynchus は属の模式種の指定の問題で Cryptorrhynchidius として扱われたこともあるが， こ

の 2 つは全く同じもので為る。すなわち， PIERCE (1919) は Cryptorrhynchus の模式種が pericarPius

LINNÉ であり， Cγ'yptorrhy町hus は Rhm明cus と同じものであるとし，それまで Cryptorrhynchus と呼

んでいたものに CηIptorrhychidius なる新属を設定した。ところがこの類の世界的権威であった FIEDLER

(1935) は Cryþtorrhynchus の模式種がそれまで扱われていたとおり laþathi LI:-.'XÉ であるとし， PIERCE 

の Cryþtorrhychidius を Cryþtorrhynchus のシノニムとして整理したっ

。yþtorrhynchus 属は Cryptoπhy.chinae クチカクシゾウ亜科の Cryptorrhynchini 族にはし、り， 世

界中に分布する大きな属である。この属は異質的な種を多数に含み，多くの属に分けねばならないことは

すでに FIEDLER (1935) および HELLER (1937) の指摘したとおりである3 わが国から Cryþtorrhynchus，

または Coeloste円~us として記載されている種は 5 属に分けねばならないと考えている。 この論文では

(1) 保護部昆虫科昆虫第一研究室員
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第 1 図吻を受ける溝
Pectoral canal. 

A : Rhadinomerus, B: Shirahoshizo. 

〔矢は中胸と後胸の境を示す〉

第 2 図

Shirahoshizo 仰:fescens の頭部と左中腔節

Head and left median tibia. 

中胸腹板は中基節中央部で裁断される。

Shirahoshizo 属のみを扱い，これ以外の属については別に記

載発表する予定である。

S hirahoshizo 属のものに一見似て，体は細長く，短鞘に横:

長の小白紋を散布する Rhadino畑町us 属のものがマツ類に集

まることがあるが， Rhadino隅erus は Sophrorrhini 族にはー

いる。 Cryptorrynchini と Sophrorrhini は吻を受ける溝がー

中胸でとどまるか，後胸まで仲びるかによって区別できる。

Shirahoshizo gen. nov. 

Gender : Masculine. 

Type species : Cryptorrhynchus 仰:fescens ROELOFS, 1875, 

from Japan. 

Range: Japan, Formosa, Corea, China. 

前頭部は圧せられ，後頭部より低く，限の上は溝状に窪ま

ない。吻上面は頭部と同一面で接し，先端は中基節中央直前

に達する。吻基部は限の間隔よりも幅広く，触角付着点までー

密に点刻され， 5縦隆条がある。吻先半分は光沢が強く，点

刻は微細であらし、，触角は吻の中央付近につき，柄節は中間

節よりやや短く，中関節は 7節よりなる。球梓節は卵形。

前胸前縁は両側で限に向かって張り出す。後縁は前縁より

も幅広く，浅し、 2 湾状。前胸中央に 1 縦隆条がある。

小慣板は明りょうで，短鞘とほとんど同じ面上にある。

短鞘は発達した肩をもち，各担鞘には 10 条の点刻列があJ

り，間室は平ら，第 1 間室は 8 では♀よりもやや強く圧せら

れ，小突起がより発達していることが多い。

腹節縫合線は深く， 第 3 ・ 4 ・ 5 節は等しい長さである。腿節は弱く膨れ，各 1 歯があり，下面は溝状

に窪む。腔節は縦隆線があり，外縁は基部近くで角状をなして急に狭くなる。鮒節は 8 ♀とも単純，爪は

離れ単純3

ﾔ :腹部第 1~2 節中央は幅広く窪む。吻の点刻は強い。趨鞘第 1 間室に小突起の列があることが多い3

♀:腹部は窪まない。吻の点刻は弱い。麹鞘第 1 間室は常に小突起を欠く c

この属には以下に記す 6 種が含まれるが，習性のわかっている 3 種(仰fescens， insidiosus, Pini) はい

ずれも幼虫がマツ類の樹皮下を食害し，馬蹄形の食痕を婿室の周囲につくる。成虫は互いによく似てい

て，前胸および麹鞘の白紋も同じ位置にあらわれる。

中国四川省から Vωs (1937) の記載した Cryptorrhynchidius patruelis および C. jlavonotatus もおそー

らくこの属のものであろう。

Shirahoshizo 属は腿節に歯状突起が 1 つあること，後頭部が前頭部と段をなすこと，腔節基部近くが外

縁で急に狭くなることなどにより Cη'ptorrhynchus および Acryptorrhynchus 属から区別できる Cry-
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__þtorrhynchus 属の幼虫は材を食害し， Acryptorrhynchus 属の幼虫はマンゴーの実を害する。

Head with frontal region rugose, depressed and a littIe lower than the level of vertex, 

not sulcate above eyes; eyes nearly pyriform; rostrum curved, closely punctured on the 

basal half, a little tapered anteriorly from the base to the middle; antennae inserted into the 

middle of r田trum， scape a littIe shorter than funicle, funicle 7・segmented， slender, each of 

the 4th and 5th segments a little longer than wide, 6th and 7th segments globular, club 

compact, ova1, 3/2 times as long as wide. 

Pronotum with ocular lobes, posterior margin bisinuate, median keel weak. 

Mesosternum truncate between mes∞oxae. Abdomen with the 2nd~4th segments equal 

in length to each other. 

Femora clubbed, unidentate, sulcat疋 beneath on whole length. Tibiae longitudinally ∞喧tate，

・ dorsal margin sharply angulate and narrowed near the base. Tarsi simi1ar in both sexe冒，

. claws simple, free. 

This genus is clωe to CryptQlザhy町hus ILLIGER, 1807, but may be separable from it by the 

unidentate femora, depr飴sed fronta1 region of head and angulate tibiae near the base. This 

is also close to Acryptorrhy町hus HELLER, 1935, but the head of HELLER'S gen凶 is simi1ar to 

Cryptoグrhynchus.

Shi叩hoshizo pini， 叩:fescens and insidiosus are injurious to Pinus spp. in Japan and the 

larvae feed on the cambium of the tree trunk. Pupal chamber is surrounded by an oval or 

subfusiform gallery. Scaly markings are simi1ar to each other, i. e. pronotum with one or 

two pairs of white spots and elytra with two pairs of white spo回， one on the 4th intervel a 

.Jittle before the middle and the other on the 3rd interval on the declivity, ground scaly 

. cゅ，loration dark brown to greyish brown. 

検索表 (japonicus は原記載による〉

1 :麹鞘は少なくとも第 1~5 開室に小突起の列をもっ。 …....・ H ・...…・・……....・ H ・....・H ・-・・・ (2)

l' :麹鞘は第 1 間室は小突起があるか，または全く突起を欠く。 …….....・H ・....・ H ・...・ H・..… (3)

2 :前胸背にも小突起がある。体長 8 抑制0 ・・ H ・ H ・...・ H ・....…...・ H ・.......・ H ・....・ H ・ ...jap開icus ZUMPT 

2' .前胸背は点刻されるのみで小突起を欠く。体長 5mmo ・……....・ H ・ hiurai MORIMOTO, sp. nov. 

.3 :第三 3， 4 腹節中央部はおのおの大きな点刻の 2 横列があり， その後列後半は互いに融合し，強

く窪む。腹部第 2， 3, 4 縫合線は非常に深い。…・….....・H・-…………...........・ H ・...・ H ・... (4) 

.3' :腹部は一様に点刻せられ，後縁近くで急に窪むことはない。腹部第 2， 3, 4 縫合線は浅い。麹翰

の点刻列はきわめて強く，間室は基部近くで強く雛状。体長 3.2~4.3 mmo 

…・…問gip朗nis MORIMOTO, sp. nov. 

ι: 小楯板は中央に光沢ある縦隆線がある。前胸の後半は両側平行。体は大きく細長い。 麹鞘第 1 間

室は第 2 間室と同じ高さで，それと同様に点刻され， ô では弱し、小突起の列があり，♀ではない。腿

節は幅広く，歯状突起のある部分から基部に向かって両縁は直線状に狭くなる。 ô交尾器の先端は

尖る。 体長 5.5~8.2m冊。...・H・.....・ H・...……………………...・H ・.....・ H ・.....・ H ・-・・・問:fescens ROELOFS 
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4' .小楯板は点刻せられ，縦隆条を欠く。前胸は中央で最も幅広く，後方に向かって弱く狭まる。 魁

鞘第1開室は第2間室よりも小さな点刻と小さな鱗片をもっ。 8 交尾器の長端は尖らない。 … (5) 

5 :後腿節は細長く，基部に向かって細くなる。第 l 腹節の後基間突出部は丸味が強い。 ô 交尾器。

先端は小さく窪む。体長 4.6~6.2m隅。…....・H ・-…....・ H ・....・H ・-…~... .・ H ・...・ H ・ .insidiosus ROELOFS 

5' .後腿節は幅広く，歯状突起のある部分より基部に向かってほとんど同帽。 第 1 腹節の後基節間央

出部は三角状に尖る。 8 交尾器の先端は反上し， I幅広く裁断される。体長 4.7~5.3 問問。

-・・・・・・………・・・・・…….....pini MORIMOTO, Sp. nov. 

1. ヤマトシラホシゾウムシ

Shirahoshizo (?) japonicus ZUMPT 

Cγyptarrhynchus japonicus ZUMPT Ko1. Rdsch. X¥llI: 134, 1932. (1 ♀， Tokio) 

この種を著者は見ていないが原記載によれば insidiosus に似ているという。その記載中に，麹鞘小楯板:

直後に癌があるとか， Shi四hゅshizo 属すべてにみられる白紋を欠くことなどから別属のものである可能性

はある。ここでは原記載者に従い便宜的に insidiosus に近い位置でこの種を扱った。

体長 8 例畑。前胸は中央部で麹翰と同幅，前胸背は浅いしわ状の点刻と，光沢のある小突起を散布し，

同様の小突起は麹鞘間室にもみられる。

色は黒褐色，吻・蝕角および附節tお示褐色，体は寅刺毛と，幅広い碕褐色と黒色鱗片におおわれ，黒色一

鱗片は不明りような紋を小楯板の横および麹鞘中央に構成する。

前頭は眼の聞で，触角付着点の物のl隠と等しい。前胸は中央部で麹鞘と同l隔で，後方に向かってわずか・

に狭まる，前縁の幅は後縁の 1/2，点刻は insidosus より弱いが強くしわ状を呈す。麹鞘の長さは幅の

3/2，後方に向かって一様に弱く狭まり，先1β で強く狭まる。麹鞘は先端近くと小楯板直後に弱い療があ.

る。 1 ♀，東京。

2. ヒウラシラホシゾウムシ

Shirahoshizo hiurai MORIMOTO, sp. nov. 

この種は一見 ínsidiosus に似るが細いことと，麹翰第 1~5 問室に光沢ある小突起の列があることによ

り区別できる。

前胸の長さと腐の比は 4: 5, ïìíj縁は後縁の 3/5 の!脂があり，基部 1/3 で最も腐広く，その点から後方ー

に向かって弱く狭まる。

小楯板は球状で光沢があり，微細な点、刻がある。

麹鞘の長さは憾の1.7 倍， 基半分は両縁平行。第 1 間室は平らで，第 2 間室よりも点刻と鱗片は小さ

い。第 1~5 関室には光沢ある小突起の列がある。

第 1 腹節の後基節間突出部は insidiosus に似る。腿節は問gip開nis に似て歯状突起のある部分から基i

部に向かってわずかに狭まる。

8交尾器先端はきわめて短く尖る。

♀と加害植物は不明。

体長: 4.7 隅例。

分布: 1 頭の 8 が石川県金沢市で日浦勇氏により採集されているのみである。

Black; antennae, apex of ro唖trum and tarsi reddish brown; derm c1侭ely covered with. 
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whitish, brownish and blackish scales, white 民ales forming a pair of spots on the 4th interval 

of elytra a little before the middl巴， blackish sub-erect scales are scattered on the median and 

anterior areas of pronotum. 

Head and rostrum simi1ar to pini, median keel weak but distinct. Antenna巴 inserted

into the middle of rostrum, scape c1ubbed at the apical one-fourth, 1st segment of funic1e 

robust, conical, 1.5 times as long as wide and as long as the 2nd, 3rci segment near1y half 

ぉ long as the 2nd, 4th segment as long as the 3rd, 5th segment oval, 6th and 7th segments 

sub-globular, c1ub oblong-oval, twice as long as wide. 

Pronotum broader th阻 long (5 : 4) , anterior margin 3/5 the width of the posterior one, 

broadest at the pc渇terior 1/3, thence scarcely narrowed posterior1y, disc reticu1ately with 

shallow punctures, median keel fine. 

Scutellum round in outline, convex, sparsely with minu旬 punctures， glωsy. 

Elytra 1.7 times as long as wide, humeri rectangular, the sides sub-parallel from humeri 

to the middle, thence gently rounded and narrowed posterior1y, sub-apical swellings weak, the 

apices conjointly rounded, 1st interval a litt1e flattened, the punctures and scales on the 1st 

interval smaller than those on the other intervals, 1st to 5th intervals with a row of glossy 

granules, each of which bears sub-erect scales, striae shallow and much narrower than the 

interval. 

Abdominal pr∞ess simi1ar to insidiosus and bearing large punctures, 2nd~4th segments 

similar to pini. 

Femora quite simi1ar to 問gipennis. Posterior two parts of tibiae slight1y narrowed 

towards the apex. 

Penis with the apex very shortly acuminate. 

♀. Unknown. 

Length: 4.7 隅m.

Habitat : ]apan (Honshu). 

Holotype ô , Kuragatake, Kanazawa, Ishikawa Pref. , 13. X. 1959, 1. HIURA, leg. , preserved 

in the collection of the Entomological Laboratory of Kyushu University. 

This species is easi1y distinguished from the other species of the genus Shirahoshizo by 

the slender general shape and granu1ate elytra. 

3. アラハタシラホシゾウムシ

Shirahoshizo rugipennis MORIMOTO，自p. nov. 

体は黒色，蝕角・吻の先端部分および附節は赤褐色~陪赤褐色。体上面は白色・褐色および黒色鱗片に

おおわれ，自鱗片よりなる小斑が前胸上に 1 対および麹鞘第 4 間室中央直前に 1 つある。芭立した黒色鱗

片群が前胸背白斑直前および前縁にある。

前胸の長さと幅の比は 3: 4, 前縁の幅は後縁の約半分，後 1/3 で最も幅広く，その点から後方に向か

つてわずかに狭まる。背面の点亥IJは中央部で最も大きい。
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第 3 図第 3 腹節とその断面
Third segment of abdomen and its 

cross-section, diagrammatical. 
A, C: Shirahoshizo rufescens. 
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小樹板は小さく卵形，ほとんど点刻されない。麹鞘は幅の1.5

倍の長さがあり，基半は両縁平行。第 1 開室は 8 ♀で同じ構造を

もち，第 2 開室と同様しわ状に点刻される。第 3 および第 5 開室

はやや高くなる。点刻列はこの属で最も強し、。

腹部第 1 節の後基節間突出部は仰:fescens と同織である。第 2

~4 節は第 1 節と同様に点刻される。

8 交尾器先端は短く突出する。

体長: 3.4~4.1mm。

分布:本州，四国。

この種は第 2~4 腹節の点刻の状態と，主主鞘がしわ状に強く点

B, D: Shirahoshizo 仰g訪問nis. 刻されることにより区別できる。 8交尾器は問:fescens に似るが

背面の膜状部の形と先端の尖り具合で区別できる。加害植物は不明である。

Brownish black to black, antennae, apical part of rostrum and tarsi reddish brown to 

dark reddish brown; derm covered with whitish, brownish and blackish sca1es, whitish scales 

forming a pair of spots on pronotum and a pair of spots on the 4th interval of elytra a little 

before the middle, blackish erect scales are c10ser on pronotum a little before the white spots 

and the anterior margin, pronotum with three vague brownish grey stripes, posterior part of 

elytra mott1ed with whitish, brownish and blackish scales irregular1y. 

He泡d similar to Pin� in structure, median keel of frons shorter and finer than that in pini. 

Rostrum quite similar to pini. Antennae inserted into the middle of rostrum, funic1e with the 

1st segment robust, strongly c1ubbed, 2nd segment a little shorter than the 1st, 3rd segment 

nearly 2/3 the length of the 2nd, the remaining segment sub-globular, c1ub ova1，∞mpact，1. 5 

times as long as wide. 

Pronotum 3/4 times as long as wide, the sides gently rounded, anterior m訂gin near匂

half as broad as the posterior one, broadest at the basal 1/3, thence slight1y narrowed 

posteriorly, disc clc配Iy and reticulately punctured, punctures are stronger and larger on the 

median p訂t， median keel fine. 

Scutellum small, ova1, scarcely punctured. 

Elytra 1.5 times as long as wide, humeri rectangular, parallel-sided on the basal ha1f, 

sub-apica1 swellings slight, 1st interva1 similarly punctured and wrink1ed as in the other 

interva1s, intぽvals wrinkled punctured, the 3rd and 5th intervals a little higher than the 

<lthers, each interval bearing a row of sub-erect sca1es, punctured striae very strong, slight1y 

同町ower than or as broad as interva1. 

Abdominal pr∞泡ss similar to that of 問:fescens， 2nd~4th segments similarly punctures as 

()n the 1st segment. 

Femora gent1y narrowed from the toothed portion towards the base, tibiae parallel-sideι 

Penis short1y acuminate at tip. 



森林害虫として記録されているゾウムシ類の種名について(森本) - 41 ー

ﾔ. The 1st and 2nd segment of abdomen depressed at the middle, rostrum strongly 

punctured. 

♀. Abdomen not depre:配d， rostrum less strongly punctured. 

Length: 3.4~4.1 mm. 

Habitat : Japan (Honshu, Shikoku). 

Holotype, Allotype, Mt. Kóya, Kii Prov., 5. VI. 1952, K. SAWADA leg. Paratypes: 1 ﾔ 1 ♀， 

same data as holotype ; 1 !j!, Makiyama, K�hi Pref., 29. Wl. 1954，民 MORIMOTO， leg. Holo-and 

allotypes are preserved in the collection of the Entomological Laboratory of Kyushu University, 

and paratypes are in the author's cabinet. 

This species is easily distinguished from the other species of the genus Shirahoshizo by 

the punctuation of abdomen and rugose elytra. There is no sexual dimorphism in the 

structure of the 1st interval of elytra. 

4. ニセマツノシラホシゾウムシ

Shirahoshizo rufescens RoELOFS 

Cryptorhynchus rufescens ROELOFS, Ann. S∞. ent. Belg. XWl: 166, 1875 (Japon) 

体は黒褐色，鮒節および触角は陪赤褐色，体上面は密に灰褐・黒褐および白色の鱗片におおわれる。白

色鱗よりなる小紋点が前胸背中央横線上に 4個，麹斡第 4 間室中央直前および第 3 間室中央直後にある。

不明りような小白紋が麹端および側縁付近に粗に散在する。

吻の基半分は明りようなる縦隆線があり，それは 8 で強く中で弱い。

前胸背の長さと l隠の比は 3: 4，前縁のl隔は後縁の半分，前胸後半は両縁平行，点刻は浅く，背面中央の

白紋産前に直立する黒色鱗片が粗にある。

小循板には中央に光沢ある縦隆起があるがまれにこれを欠く。

麹翰は前胸の 2.5~3.2 倍の長さがあり，細長く，中央付近まで両縁平行，点刻列は浅く狭い， ô 第 1

開室はきわめて弱い小突起列があり， 平ではなし、。

各腿節には歯状突起が 1 つあり，下面は霧状にくぼむ。中・後腔節は先に向かってわずかに狭まる。

第 1 腹節の後基節間突出部は三角状，第 2~4節はおのおの 2 点刻横列がある。 第 2節の点刻列は乱れ

ることがある。

8 交尾器の知市は尖る。

体長 : 5.5~8.2mm。

分布:本弁1，四国，九州1，屋久島，奄美大島， r'中永良部島。いずれも著者の確認した標本による。

この種は一般に大形で細長く，点刻が浅いために表面がなめらかな感じを受ける。

5. マツノシラホシ/ウムシ

Shirahoshizo insidiosus RoELOFS 

Cryptorhynchus insidiosus ROELOFS, Ann. S∞. ent. Belg. 玄wl : 167, 1875 (Japon). 
=Cryptorhynchus obscu問S ROELOFS, Ann. Soc. Belg. XXII. Compt. Rend.: LIV, 1879 

(J apon) : Ann. S∞. ent. Belg. XXIV: 21, 1880 (Japon). 

色彩および斑紋は仰:fescens とほとんど同じである。
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前胸の幅は長さの1.4~1. 5 f音，前縁は後縁の 4/7 の1隔がある。側縁は丸く，中央で最も幅広く，後方

に向かって弱く狭まる。背面の点刻は門t/escens と同様である。

小楯板は密に点刻され，光沢を欠く。

麹鞘は前胸の 2.2~2.8 倍の長さがあり，第 1 間室はややくぼみ，平らで第 2 問室よりも点刻と鱗片は

細い õ 第 l 間室には明りような小突起の列があり， 中ではなし、。点刻列は仰:fescens よりも強いが þini

より弱い。

腿節は細長く，基部に向かって細くなる。

第 1 腹節の後基節間突出部は丸い，第 2~4節はおのおの 2 点刻横列がある0

8 交尾器先端は小さくくぼむ。

体長: 4.6~6.2 抑制。

分布:従来この種名で呼ばれていたものに数種の混同がみられるので，その分布記録も再検討せねばな

らない。著者は本州，四国，九州および屋久島の標本を調査している。

この種の 8 で第 l 開室に明りような小突起の列のあるものが obscu問S として記載されたものであろう。

6. コマツノシラホシゾウムシ

Shirahoshizo pini MORIMOTO, Sp. nov. 

体の形と色彩は insidiosus に酷似するが，一世にやや小さし、。

前胸の隔は長さの1.3倍，前縁は後縁の 3/5 の幅がある。倶u縁はまるまり，中央直後で最も幅広く，後

方に向かって弱く狭まる。背面の点亥Jjは rufescens および insidiosus と同様である。

小指板は insidiosus に似て密に点刻され，光沢を欠く。

麹鞘は前胸の 2.3~2.9 倍の長さが~I)， 第 1 閑室は問fescens と insidlosus の中間の状態を示し，浅

くくぼみ， õ では弱し、小突起の列があり， ♀ではない。点刻列は強く間室よりわずかに狭い。

腿節は太く，歯状突起から基部に向かってほとんど狭くならない。

腹部第 1 節の後基節間突出部は三角状，第 2~4節はおのおの 2 点、刻横列がある。

8 交尾器先端は反上し，幅広く裁断される。

体長: 4.7~5.3 伽例。

分布:本"1'し九州。

本種は叩:fescens および insidiosus と混同して扱われていたもので， マツ類を加害する。 後腿節およ

び第 1 腹節の後基節間突出部の形で区別でき， õ 交尾器の形はきわめて特徴的である。

Brownish black, apical part of rostrum and antennae reddish brown; derm c10sely covered. 

with white, greyish brown, brown and dark brown scales, white sca1es form 4 spots on 

pronotum and 4 spots on elytra, of which one pair on the 4th interval a little before the' 

middle and another pair on the 3rd interval a little behind the middle; further white scales 

form several irregular vague transvers short bands behind the middle of elytra. 

Head with frons sha110wly depressed between eyes, frons above eyes rugulose, with a fine 

median keeI, .posterior part of head finely punctured and a little higher than fronぬ1 ar伺 i

frons between eyes as broad as rostrum at the antennaI insertion and 2/3 the width of 

rostrum at the base; rostrum c10sely punctured behind antennal insertion and bearing 5 
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dorsal longitudinal keels, one pair along the antennal scrobes, one on the middle and the 

remainil'g pair on the dorsolateral in p :>sition, anterior part 自nely and spar配Iy punctured; 

mandibles meeting on the median line without overlapping; antennae inserted into the middle 

of rostrum, scape clubbed on the apiαl one-third, not reaching eye, funicle 7・ segmented， 1st 

segment of funicle robust, conical, half as long as the 2nd, a little longer than wide, the 

remaining segments sub-globular, club compact, oval, 3/2 times as long as wide a':d nearly 

half as long ぉ funicle.

Pronotum 1.3 times as broad as long, anterior margin 3/5 the widsh of the posterior 

one, the sides gently rounded, broadest a little 国hind the middle, thence slightly narrowed 

戸:JSteriorly， disc reticulately punctured, interspace of puncture finely shagreened, median keel 

weak. 

Scutellum pyriform, closely punctured and opaque. 

Elytra about 1.5 times as long ぉ wide， humeri rectangular, the sides parallel on theｭ

basal half, the apices conjointly rounded, sub-apical swellings weak, 1st intervals more or 

less depressed and the punctures weaker and smaller than the 2nd, bearing a row of glossyｭ

granules in male, the remaining intervals clo回ely punctured and each puncture bear冒 scales ; 

punctured striae deeper than those in insidiosus and rufescens. 

Mesosternal pr∞ess sub-tr百ncate at the middle of median coxae. Abdominal pr∞白島

triangular, each of the 2nd~4th s時ments with two rows of punctures on the median part. 

Femora robust, scarcely narrowed from the t∞thed portion towards the base. Tibiae-

parallel-sided, costate. 

Penis warped and truncate at tip. 

ﾔ. The 1st interval of elytra bears a row of gl民認y granules. Two basal segments of 

abdomen depressed at the middle. Rostrum sharply keeled behind the antennal insertion. 

♀. The 1st interval of elytra 宜at. Abdomen not depr，飴sed.

Length: 4.7~5.3mm. 

Habitat : Japan (Honshu, Kyushu). 

Holotype ô , Hikosan, Fukuoka Pref., 2. VJl. 1954, H. KAMIYA leg. Allotopotype, 13. VI. 

1957, K. MORIMOTO leg. Paratypes: 1 ♀， Cape Bata, Kago母hima Pref., 24. VI. 1957. H. KAMIYA 

leg. ; 2 ô , Hikosan, Fukuoka Pref., 14. VJl. 1954, 1王 KAMIYA leg.; 1 ô , 2. vm.1954 , H. KAMIYA 

leg.; 1 9 , 9. V. 1957, K. MORIMOTO leg. ; 1 � 2 ♀， 13~14. VI. 1957, K. MORIMOTO leg. ;1 ♀， 

Hoshino・mura， Yame, Fukuoka, Pref., 1. VJl. 1959, Y. MIYAKE leg. ; 1 ♀， Mt. HÓman, nr. 

Fukuoka, 5. V. 1955 , H. KAMIYA leg. ; 1 早， F∞t of Mt. Ibuki, Shiga Pref., 10. V. 1959 , 1. 

HruRA leg. ; 2 ô , Imai-mura, Nagano Pref., 21. VJl. 1955 , H. KIYOSAWA leg. 

Holo- , allo ‘ and 4 paraty戸S 釘'e preserved in the collection of the Entomological Laboratory 

of Kyushu University, the remaining paratypes are in the collections of the Entomologica1 

Laboratory of Ehime University and the author. 
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This species is very cIose to insidiosis ROELOFS and 問:fescens ROELOFS, but may be dis-

tinguished from them by the characters given in the key. 
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図版説明 (Explanation of plates) 

Plate 1. 

A: ヒウラシラホシゾウムシ Shiγahoshizo hiurai MORIMOTO, �. 

B: アラハダシラホシゾウムシ Shirahoshizo rugipennis MORIMOTO, �. 

C: コマツノシラホシゾウムシ Shirahoshizo pini MORIMOTO, ♀. 

D~E: 小慣板と第 1~2 間室基部 (Scutellum and the basal part of the lst~2nd intervaIs 

。f elytra) 

D: マツノシラホシゾウムシ Shirahoshizo insidiosus ROELOFS, �. 

E: ニセマツノシラホシゾウムシ Shirahoshizo 問:fescens ROELOFS, ♀. 

Plate 2. 

A~C: 第 1 腹節の後基節問突出部 (Abdominal process) 

_D~F :後腿節 (Hind femur) 
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G~K: 色交尾器先端背面図 (Apex of penis, dorsal aspect) 

L~P:ô交尾器側面図 (Penis， lateral aspect) 

A, D, K, P : Shirahoshizo rufescens ROELOFS 

B, F, J , 0 : Shirahoshizo insidiosus ROELOFS 

C, E , H, M : Shirahoshizo �mi MORIMOTO 

G, L : Shirahoshizo 仰giþennis MORIMOTO 

1, N : Shirahoshizo hiurai MORIMOTO 

Taxonomic Revision of Weevils Injurious to Forestry in Japan. 1 

Katsura MORIMOTO 

(R駸um�) 
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80 far as the author is aware, about 600 species of weevils belonging to the familieso 

Attelabidae, Brehthidae and Curculionidae have been recorded, and more than one hundred 

species of them are known as the enemies of forestry in Japan at present. 

During the course of the author's ten years investigation on Japanese weevils, many 

instances concerning the misidenti宣cation of and confusion between the species of forestal 

importance have accumulated. This is the first report of a series of papers which wi1l be-

published hereafter. 

I. Cryptorrhynchus insidiosus and its allied species 

Cry�torrhynchus insidiosus is a well-known serious pest affecting pine-trees in Japan. It is 

probable, the author presumes, that three species have hitherto been treated as a single 

species “ insidiosus" by Japanese entomologists. 

In this paper the author describes a new genus including rufescens and insidiosus, and 

three new species, of which one has been confused with insidiosus until now. 

This new genus named Shi同hoshizo contains six species from Japan and two from China_ 

Key to species of the genus Shirahoshizo from Japan 

(S. ja�onicus remains unknown to the author and the characters 

are accessible only from the original description) 

1. Elytra adorned with granules at least on th巴 lst~5th intervals.………H ・H ・-…....・ H ・ .2

1'. Elytra adorned with granules at most on the 1st interval. 一…・ー・…....・H・........・H ・ ....3

2. Pronotum-adorned with granules. Length: 8 mm. …・・・・

ja�onicus ZUMPT 

2' . Pronotum punctured and not granulate. Length: 5 mm. 

. hiurai MORIMOTO, sp. nov • 

.3. Each of the 2nd~4th segments of abdomen with transverse rows of large puncture_ 

...・ H ・-・・…… 4
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3'. Each segment of abdomen moderat且ly punctured. Elytra with the punctured striae 

very strong, the interva1s wrink1ed punctured. Length: 3.2-4.3 例制

…問gipennis MORIMOTO, sp. nov. 

4. Scutellum ~偲led. Pronotum para11el-sided on the basal half. First interval of elytra 

similarly punctured and scaled as in the 2nd and bearing weak granules in male. Hind 

femora broad, gent1y narrowed towards the base. Abdominal prω偲s between metacoxae 

triangular. Penis pointed at tip. Length: 5.5-8.2 m肌 ....・ H ・....・ H ・-…・問fescens ROELOFS 

4' • Scutellum punctured. Pronotum 'broadest about the middle, thence slightly narrowed 

pos飽riorly. First in飽rval of elytra depr，邸sed and bearing smaller punctぽes and 

scales than in the 2nd ....・ H ・...・ H ・-…....・ H ・...・ H ・....・H ・....・H ・...・ H ・.....・H ・....・H ・....…'"・ H ・. 5 

5. Femora slender. Abdominal proces謂 betw民n metacoxae rounded. Penis notched 

at tip. Length: 4.6-6.2 mm. ・・・ H ・ H ・ H ・ H ・........・ H・..………………・...・H ・ ..insidiosus ROELOFS 

5' • Femora robust, scarcely ilarrowed towards the base. Abdominal pr，α:ess between 

metacoxae triangular. Penis with the apex war開d and truncate at tip. Leng士:h: 4.7 

-5.3m飢・H ・ H ・...・ H ・.....・ H ・.....・H ・.....・ H ・......・H ・...・H ・H ・H ・.....・ H ・ ..pini MORIMOTO, sp. nov. 
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